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１0 月１３日（金）利は元にあり 

 昔から「利は元にあり」という言葉があります。これは

利益は上手な仕入れから生まれてくるということだと思

います。まずよい品を仕入れる。しかもできるだけ有利に

適正な値で買う。そこから利益が生まれてくる。それを「利

は元にあり」と言ったのでしょうが、実際、仕入れはきわ

めて大事です。ところが、この「利は元にあり」というこ

とを、ともすれば単に安く買い叩けばよいというように解

釈する人があるようです。しかし、決してそうではなく、

仕入先を、品物を買って下さるお得意先と同じように大切

にしていくことが肝要だと思います。そういう気持がない

と、結局は商売は繁昌しないと言えましょう。 

 

１０月１４日（土）三日の手伝い 

「三日の手伝い」という言葉があります。たとえ三日間

の手伝い仕事であっても、その仕事に一生の仕事のような

心構えで真剣に立ち向うならば、そこから必ず大きなもの

を得ることができる、ということです。そうしてこそあら

ゆる場合に直面しても動じない精神が身につくというこ

とでしょう。 

そう言うと「本業についたらもちろん一生懸命に努力す

る」と言う人がいるかもしれません。しかし、私のこれま

での体験から言うと、現在与えられた、いまの仕事に打ち

込めないような心構えでは、どこの職場に変わっても、決

していい仕事はできない。これははっきり申しあげること

ができると思うのです。 

 

１０月１５日（日）日本の伝統精神 

私は日本の伝統精神はきわめてすぐれたものだと思い

ます。ではその伝統精神とは何か。 

その一つは「和を以って貴し」とする平和愛好の精神で

す。一三五〇年も前に、この「和」の精神が聖徳太子によ

って掲げられています。 

第二は「衆知を以って事を決す」という、つまり民主主

義です。古事記にも八百万の神々が相談して事を決したと

あります。日本は真の民主主義の本家本元だと言えるでし

ょう。 

第三は「主座を保つ」。古来日本人は常に主座を失わず

に外来のものを消化吸収し、日本化してきました。この和、

衆知、主座という三つの柱を守っていくことは、今後にお

いても大切なのではないでしょうか。 

 

１０月１６日（月）諸行無常の教え 

その昔、お釈迦さまは、“諸行無常”ということを説か

れました。この教えは、一般には“世ははかないものだ”

という意味に解釈されているようですが、私はむしろ“諸

行”とは“万物”、“無常”とは“流転”と考え、諸行無常

とは、すなわち万物流転であり、生成発展ということであ

ると解釈したらどうかと思うのです。言いかえますとお釈

迦さまは、日に新たでなければならないぞ、ということを

教えられたということです。 

これはたんに仏教だけの問題でなく、お互いの日々の仕

事をはじめ、お互いの人生、社会のあらゆる面に当てはま

るのではないでしょうか。 

 

１０月１７日（火）臨床家になれ 

 経営、商売というものは、これを医学にたとえれば、臨

床医学に当たると思います。その意味では、これに当たる

者はみな、実地の体験をつんだ臨床家でなくてはなりませ

ん。 ですから、かりに販売の計画を立てる人が、自分自

身、販売の体験を持たずして、その知識、才能だけに頼っ

て、いわゆる机上のプランをつくっても、それは生きたも

のとはならず、失敗する場合が多いのではないでしょうか。

やはり、臨床の仕事をしていく以上、実地の体験から入ら

なくては、一人前の仕事はできにくいと思うのです。 

 この臨床の仕事をしているという心根をお互いいつも

忘れないようにしたいものです。  

 

１０月１８日（水）独断は失敗につながる 

仕事でお互いが注意すべきことは、会社の伝統、方針を

無視した自分ひとりの考えで行動しないということです。

人ひとりの知恵は、いかにすぐれていても、伝統もかえり

みず、方針を等閑視して、せまい自分の主観から生まれて

くる判断で行動すれば、かえって会社をマイナスに導きま

す。 

私たちはとかく、ものの一面にとらわれて自己の考えの

みを主張していると、その背後に流れる大きな力を見忘れ

てしまうものです。そこから大きな失敗が表われてきます。

常に自己の背後にある流れ、つながりを見通す目、心を培

い、その中で自己を生かすよう訓練してい

かなければなりません。 

 

１０月１９日（木）良識を養う 

この世の中ではお互いがさまざまな言説を唱えていま

す。しかし自由のもとに自説を主張する場合には、自説に

とらわれて対立のみに終始するということではいけませ

ん。対立しつつも調和してゆかなければならないと思いま

す。 

そのためには、お互いがそれぞれにみずからの良識を養

い高めていくことが大切です。公共の福祉に反してはなら

ないということは、もちろん法律にも定められてはいます

が、やはり法律だけでは律し切れないものがあるわけです。

そういうものについては、個々の人びとがみずからの良識

で事を判断することによって、自由を真の自由たらしめて

いかなければならないと思うのです。   

 


